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【病院の運営の現状】

• 建設コストが高騰している中、入札不調や建設計画の遅れが多数生じている。

• 医療機関は深刻な経営難に直面しているが、診療報酬の引き上げのみでは、建設コストや
運営費の物価高騰に十分対応できず、赤字解消の抜本的な解決策とはならない。

• このままでは、地域医療を中心的に担う公立病院の持続可能性が担保されず、適切な地
域医療の提供が難しくなる恐れがある。

持続可能な地域医療の提供

▶ 持続可能な地域医療の実現には、
老朽化した地域中核病院の建物の
更新にとどまらず、病院経営改革も
必須

▶ 公立病院では、定数制限や雇用の
制約により、「経営」や「DX」などの専
門人材が不足

▶ そこで、病院建設、運営の効率化や
DX化等においては、民間活力を有
効に活用することが重要

病院PPP（レベル3.5)※で支える、持続可能な医療提供体制の実現 DRAFT
※病院PPP（レベル3.5）は、ウォーターPPP（レベル3.5）を参考にした財源措置のしくみを想定した概念です。

求められる打ち手

▶ 民間ノウハウ（PPP）を最大限活用した

病院建設・運営

▶ 病院PPP（レベル3.5）により、民間ノウハウに

よる創意工夫により、建設費を削減し、効率

的かつ効果的な病院運営とDX化を実現

▶ その実現に向けて、ウォーターPPP(レベル3.5)

を参考にした病院版PPP（レベル3.5）による

財源措置のしくみを検討
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◼ PPPを活用した病院運営モデルを導入することで、人件費・委託費・調達コスト
等の削減を図るほか、マーケティングや広報などの経営支援により増収につな
げることで、持続可能な病院運営を実現する。

病院PPP（レベル3.5）で支える、持続可能な医療提供体制の実現 DRAFT

※病院PPP（レベル3.5）は、ウォーターPPP（レベル3.5）を参考にした財源措置のしくみを想定した概念です。

建設

<病院PPP(レベル3.5)による効果例>

運営・維持
管理

医療行為(コア業務)を除き、病院経営支援や医療機器調達などの非コア業
務を一括で民間に委ね、公共側の負担の軽減と病院経営の効率化を実現

組織体制
（PPP成功の前提）

PPPの効果を最大化するには、公共側が戦略的な意思決定機能を備えること
が不可欠。この条件を満たすため、地方独立行政法人化により、経営・ITなど
専門人材を柔軟に採用し、意思決定機能を強化する。

• 機能・規模に応じた分割発注により、
施工者選定の柔軟性を確保し、競
争性の向上によりコスト削減を実現

• 患者向け利便施設（売店・カフェ
等）やエネルギー関連施設を民間
による建設・運営に委ねることで、初
期投資を抑制しコスト削減を実現

 マーケティング・経
営分析による収益
向上

 調達・維持管理コ
ストの削減

 業務効率化によ
る人件費の削減

 病院情報システム
構成最適化・投
資精査によるコス
ト削減
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目的：日本の病院・研究所のあり方（特にPPPの活用を中心に）について財務省に説明する
・海外の病院運営におけるPPPの在り方を過去調べてもらったが、そういう事例も参考にACCでどうするかを1枚絵（多くて２枚）におとしてくれ
・運営：専門性・規制のある分野以外は極力民間に任せる
・病院運営に経営をどう入れ込むか
・独法化もキーワード
・将来を見据えて合併等は大前提（都市部で機能の重複した高度急性期医療機関の合併を想定。そういう場合、人を切れないよね、みたいな話）

＜公立病院のPPPを活用した運営モデル＞

診療業務

画像診断、検体検査、薬剤

洗濯、受付・会計、消毒・滅菌、
医療事務、給食、
医薬品・医療機器調達
システム調達（電子カルテ等）
維持管理（修繕、警備、清掃等）
利便サービス（食堂、売店、理容等）など

コア業務

非コア
業務

地方独立行政法人
～専門人材による体制強化～

理事長
（経営等の専門人材）

理事 CFO/CIO
(経営・情報等の専門人材)

～
病
院
運
営
を
支
え
る
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
～

Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
）

経営人材等による病院運営

強固なパートナーシップ

◼ PPPを活用した病院運営モデルを導入することで、人件費・委託費・調達コスト
等の削減を図るほか、マーケティングや広報などの経営支援により増収につな
げることで、持続可能な病院運営を実現する。

民間の力（PPP ※）で支える、持続可能な医療提供体制の実現
※PPPの用語は、「公共と民間が連携して公共サービスを提供する手法」と、広義な意味で本資料では定義

経営支援
• データ分析等を通じて経
営状況を可視化し、改善
策を提案

• マーケティング等を通じて
周辺病院との連携強化を
支援

非コア業務等の一括管理
• 医療現場に不足するDX
や調達ノウハウを民間が
補い業務最適化

• 非コア業務を一括委託す
ることで、病院運営の効
率化、スマート化を実現

<運営モデルによる効果>
増収効果
⚫ 経営支援による増患・単価アップ
⚫ 健診事業の拡充
⚫ インバウンドの取り込み
⚫ 利便サービス施設による賃料収入
⚫ 待ち時間・在院日数分析などデー
タに基づくオペレーション改善

費用削減効果
⚫ 非コア業務を民間へ一括委託す
ることによる人件費の減少

⚫ 調達の効率化によるコスト削減
⚫ サービス機能（レストラン・売店
等）を民間負担整備することによ
る費用削減

⚫ 病院情報システム構成最適化・
投資精査による減

◼ PPP病院運営モデルの導入により、人件費・調達コスト等の削減を図るとともに、
データ活用やブランド戦略を通じた組織の意思決定及び実行力強化による収益
増加を実現することで、守りと攻めを両立させた持続可能な病院運営を確立

、医療安全・品質の改善点が特定することで、
現場の感覚論をデータで裏付け
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2.広域的な水道・
下水道の一体運営
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広域的な水道・下水道の一体運営

⚫ 従来より、水道用水供給事業や流域下水道事業という形で、広域的な水道・下水
道運営が行われているが、各市町村では個別に水道・下水道事業を実施。

⚫ 水道・下水道の連携は一部行われているものの、一体的運営には至っていない。

水道 下水道

都道府県 水道用水供給 流域下水道

市町村 水道 公共下水道

水道 下水道

都道府県 水道用水供給 流域下水道

市町村 水道 公共下水道

個
別
運
営

一
体
運
営
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広域的な水道・下水道の一体運営のイメージ

統括運営組織

EPC業務 EPC業務・個別発注

・最新技術導入

経営

市営浄水場②県営浄水場②
県営浄水場① 市営浄水場① ②県営処理場①

⚫ 水道・下水道事業の経営・維持管理を一体的に実施し、官民連携・DX推進による
運営の効率化・最適化を実現。

⚫ 各浄水場・処理場の施設更新の際は、個別に発注し、最新技術の導入を図る。

②市営処理場①

データの一元管理・維持管理

EPC業務
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広域的な水道・下水道の一体運営のメリット

⚫ 事業の広域化・バンドリングにより、事業規模が大きくなり、ヒト・モノ・カネの観点
でのスケールメリットが期待される。

⚫ 事業規模の拡大により、コンセッション等「水の官民連携」の推進も図られる。

⚫ 持続可能な事業運営、料金の値上げ抑制に貢献。

ヒト

 複数の浄水場・下水処理場を統合的に運転管理することによって
配置人数を削減。

 電気機械の保守点検については、水道・下水道であまり差がない
ことから、同じ人が対応可能。

 突発的事項への対応等ヒトの融通の面でのメリットも大きい。

 水道・下水道それぞれの業務のみ従事する場合に比べて職員の
知見も広がる。

モノ
 従来市町村の行政区域内で実施していた施設整備・運営について、
地形的・地理的観点から行政区域を越えた施設の統廃合や共同
整備を実施。

カネ  ヒト・モノの効率化によって、コストが削減される。
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（参考）愛知県における取組

⚫ 愛知県では、2025年12月26日に矢作川流域上下水道広域連携協議会を設立。
上下水道の一本化に向けた具体的な検討及び準備を進めている。

出典：愛知県ウェブサイト

参加自治体
愛知県、岡崎市、碧南市、
刈谷市、豊田市、安城市、
西尾市、知立市、高浜市、
みよし市、幸田町
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（参考）矢作川・豊川CNプロジェクト

出典：愛知県資料

• “水循環”をキーワードに、再生可能エネルギー等の導入による国土強靱化を
始め、森林保全・治水・水道からエネルギーまでを含めた、官民連携で総合
的かつ分野横断的にカーボンニュートラルの実現を目指す。
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（参考）豊橋浄水場BT+コンセッション

出典：愛知県ウェブサイト

• 老朽化した浄水場を再整備するPFI事業者について2024年12月に総合評価一般
競争入札方式による入札公告を行い、「あいちウォーターイノベーション」
（代表企業：インフロニア・ホールディングス株式会社）を落札者に決定。

• PFI 法に基づく「BT＋コンセッション方式」により整備・運営を行う。
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